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「急がれる地域包括ケアシステム、地域ケア会議の構築」

のご相談
のご相談
のご相談
のご相談

認 知 症
リハビリ
生活支援
福祉用具
を承ります。米子市河崎５８０  TEL 0859-24-5666  http://www.hospitown.or.jp  　院長　小 田　貢（認知症サポート医）

医 療 法 人
社会福祉法人

高 齢 社 会
認知症社会に貢献する

「弓浜助け合いネットワークの会」の更なる発展にご期待いたします。
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(有)ほそい牛肉店
長田廣告（株）
大幸（株）
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(有)安部商店
(有)井上食品
松江リース（株）
東亜ソフトウェア（株）

  「
弓
浜
助
け
合
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
会
」
は
、
１１
回

目
と
な
り
ま
し
た
。
毎

回
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
続
け
て
い
く
こ
と

で
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

支
え
合
い
の
気
持
ち
が

芽
生
え
、
実
際
に
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

現
在
、
だ
れ
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

「
地
域
包
括
ケ
ア
と
医
療
福
祉
の
自
給
自
足
」

地
域
完
結
型
の

社
会
へ

自
主
的
住
民
参
加

が
鍵

地域で挑戦する
超高齢社会

　

鳥
取
県
の
人
口
は
５７

万
人
。
県
内
の
高
齢
者

の
占
め
る
割
合
は
、

３０
％
に
な
り
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
が
さ
ら
に

進
む
と
国
家
の
経
済
力

は
落
ち
、
医
療
、
介
護

保
険
な
ど
の
社
会
的
保

障
は
抑
制
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
今
後
は
、
急

性
期
を
過
ぎ
れ
ば
在
宅

医
療
、
介
護
と
な
り
、

地
域
で
助
け
合
っ
て
生

き
て
い
く
こ
と
が
要
求

さ
れ
て
き
ま
す
。

　

今
ま
で
こ
の
会
で
、

認
知
症
に
対
す
る
理
解

や
助
け
合
い
の
重
要
さ

に
つ
い
て
話
し
て
き
ま

し
た
。
団
塊
の
世
代
が

７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
、
２
０
１
６

年
に
は
「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
を
具
体

的
に
機
能
さ
せ
よ
う
と

い
う
社
会
の
大
き
な
節

目
の
い
ま
、
そ
の
内
容

や
心
構
え
に
つ
い
て
話

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
は
、
既
存
の

医
療
、
介
護
の
在
り
方

を
変
え
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
最
期
ま
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
を
目
指

す
国
の
政
策
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
医
療
、
介
護

は
、
す
べ
て
が
広
域
型
、

病
院
、
施
設
完
結
型
で

し
た
。
高
齢
者
の
増
大

と
医
療
、
介
護
の
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
に
よ
っ
て

施
設
は
不
足
。
広
域
型

か
ら
地
域
完
結
型
へ
の

転
換
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
政
策
に
よ

り
、
高
齢
者
は
病
院
や

施
設
に
長
期
に
渡
っ
て

留
ま
る
こ
と
は
で
き
ず

在
宅
へ
、
そ
し
て
自
宅

で
最
期
を
迎
え
る
形
に

な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
続
け
る
に
は
、
近

所
で
の
助
け
合
い
以
外

に
、
専
門
的
な
人
材
や

助
け
合
い
社
会
を
つ
く

る
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
幅

広
い
職
種
が
連
携
す
る

「
地
域
包
括
ケ
ア
」
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
、

地
域
の
中
で
医
療
や
福

祉
の
サ
ー
ビ
ス
を
整
え

る
地
域
密
着
型
、
地
域

完
結
型
の
社
会
が
形
成
さ

れ
ま
す
。

　   「
自
助
・
互
助
・
共
助
・

公
助
」
と
い
う
四
つ
の

「
助
」
が
あ
り
ま
す
。「
自

助
」
と
は
自
分
の
こ
と
を

自
分
で
す
る
こ
と
。
国
が

財
政
難
の
今
、
大
切
な
の

は
自
助
で
す
。
も
っ
と
大

切
な
こ
と
は
「
互
助
」。

地
域
で
お
互
い
助
け
合
う

こ
と
で
す
。「
共
助
」
は

介
護
保
険
な
ど
の
保
険
。

「
公
助
」
は
、
生
活
保
護

な
ど
の
政
府
に
よ
る
生
活

援
助
で
す
。
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
機

能
す
る
に
は
、「
自
助
」

と「
互
助
」が
大
切
に
な
っ

基

調

講

演

医
療
法
人・社
会
福
祉
法
人 

真
誠
会 

理
事
長

小
田  

貢 

て
き
ま
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
地
域
」
と
「
自
主
性
」

で
す
。

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
の

目
的
は
、
医
療
看
護
や
介

護
リ
ハ
ビ
リ
、保
健
予
防
、

基
本
的
な
生
活
支
援
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
地
域
で

必
要
な
も
の
す
べ
て
を
地

域
で
提
供
す
る
こ
と
。
そ

し
て
住
ま
い
と
住
ま
い

方
、家
を
確
保
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
地
域
包
括
ケ
ア

や
地
域
包
括
ケ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
援
助
し
ま
す
。

真
誠
会
で
は
外
浜
、弓
浜
、

河
崎
、
米
子
中
央
ホ
ス
ピ

タ
ウ
ン
内
に
地
域
包
括
ケ

ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
お
お
む
ね
１５
分
以
内

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
ま
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
必
要
な

  「
意
見
交
換
会
」
で
は
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
立
ち
上
げ
た
和
田
町

と
河
崎
御
建
地
区
の
事
例
や
看
護
協
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
な
ど
を
５
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
発
表
し
た
。

 　
和
田
地
区
で
は
、
４
回
の
地
域

ケ
ア
会
議
で
、
見
え
て
き
た
課
題

を
五
つ
に
ま
と
め
ま
し
た
。①
地
域

ケ
ア
会
議
の
内
容
を
住
民
に
理
解

し
て
も
ら
う
に
は
時
間
が
必
要
②

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
多
種
多

様
な
地
域
課
題
の
取
捨
選
択
③
だ

れ
が
地
域
の
取
り
ま
と
め
役
を
す

和田地区民生児童委員
協議会長

西井 通 氏

る
か
④
日
常
の
見
守
り
活
動
は
、

多
く
の
人
の
手
を
借
り
る
こ
と
が

必
要
⑤
課
題
解
決
の
た
め
、
地
域

ケ
ア
会
議
の
開
催
を
当
分
は
月
１

回
行
う
こ
と
が
必
要
―
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

地
域
の
中
で
多
く
の
人
の
知
恵

や
力
な
ど
の
資
源
を
活
用
し
た
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
が
必
要
で

す
。
和
田
地
区
の
原
動
力
は
「
共

生
共
助
の
精
神
」。
だ
れ
も
が
で
き

る
範
囲
で
関
わ
る
こ
と
が
住
み
や

す
い
安
心
安
全
な
地
域
を
実
現
す

る
唯
一の
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

 　

河
崎
御
建
地
区
の
「
御
建
地

域
ケ
ア
会
議
」
で
は
、
暮
ら
し
の

困
り
ご
と
に
関
し
て
、
地
区
内
の

７５
歳
以
上
の
独
居
生
活
者
を
対

象
に
、
対
面
で
聞
き
取
り
調
査

を
し
ま
し
た
。
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
状
況
や
介
護
が
で
き

る
家
族
の
有
無
、
現
在
の
困
り

御建地域ケア会議
副代表

井原純一 氏

ご
と
な
ど
９
項
目
の
設
問
に
、
除

雪
や
電
球
交
換
に
困
る
、
災
害
時

や
急
病
の
と
き
に
心
細
い
な
ど
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
か
ら
、

①
安
否
確
認
②
独
居
の
方
へ
の
声

掛
け
③
困
り
ご
と
の
相
談
―
を
ま

ず
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
御
建
地
区
は
、
小
さ
な
単
位

で
始
ま
る
地
域
の
助
け
合
い
の
一つ

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
今
後
は
、
河

崎
校
区
全
体
に
「
助
け
合
い
の
輪
」

を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

日
本
看
護
協
会
が
行
う
「
看
護

職
連
携
構
築
モ
デ
ル
事
業
」を
受
け
、

そ
の
活
動
を
行
う
た
め
に
、
鳥
取

県
看
護
協
会
は
弓
浜
地
区
に
、「
わ

が
地
域
（
ま
ち
）
の
看
護
職
に
よ
る

連
携
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
２０
カ
所
で
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
や

鳥取県看護協会

小徳美千子氏

看
護
、
介
護
の
必
要
な
人
が
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
医
療

知
識
を
持
つ
看
護
師
な
ど
が
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
そ
の
専
門
性
を
発
揮

し
て
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
の
活
動
は
、
移
動
（
巡
回
）
健

康
相
談
所
の
開
設
。
地
域
の
看
護
職
の

自
己
研
さ
ん
の
機
会
の
提
供
と
看
護
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
。
そ
し
て
、
地
域
ケ
ア
会

議
に
積
極
的
に
参
加
し
て
看
護
職
と
し

て
の
提
案
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

地
域
の
中
に
看
護
職
が
出
掛
け
て
い
き
、

地
域
の
人
々
の
健
康
や
重
度
化
予
防
の

取
り
組
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

米
子
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
介
護
予
防
」「
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」「
認
知
症

対
策
」
の
三
つ
を
重
点
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
関
し
て
当
セ
ン
タ
ー
は
、
個
別
事

例
を
検
討
す
る
会
議
を
開
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
公
民
館
ご
と
の
「
ま

米子市ふれあいの里
地域包括支援センター 管理者

船木敏江氏

ち
ケ
ア
会
議
」
を
計
画
予
定
で
す
。

　

地
域
と
専
門
職
の
連
携
の
た
め
、

平
成
２５
年
か
ら
児
童
民
生
委
員
と

介
護
支
援
専
門
員
の
合
同
研
修
会

を
開
い
て
い
ま
す
。ま
た
、
本
年
度
か

ら
は
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
連
絡

会
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
研
修
会
）

を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
主
任

介
護
支
援
専
門
員
と
共
に
企
画
運

営
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
地
域
と

専
門
職
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、

み
ん
な
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
ん

で
い
け
る
、
地
域
の
力
を
引
き
出
せ

る
関
わ
り
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

担
当
す
る
六
つ
の
地
区
は
、
平

均
の
高
齢
化
率
が
３０
％
を
超
え

る
、
高
齢
化
の
進
ん
だ
、
独
居
の

高
齢
者
の
方
が
多
い
地
域
で
す
。

地
区
の
民
生
委
員
の
方
な
ど
か
ら

連
絡
や
相
談
を
い
た
だ
き
ま
す

が
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

米子市弓浜地域
包括支援センター 管理者

竹内奈緒美氏

し
て
連
絡
体
制
を
さ
ら
に
整
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

対
象
と
す
る
研
修
会
に
、
地
域
の

診
療
所
の
先
生
、
薬
局
の
薬
剤
師
、

介
護
保
険
の
事
業
所
の
方
々
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
勉
強
や
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
進
め
る
た
め

に
、
地
域
の
専
門
職
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈意見交換会〉───地域包括ケアシステムの構築に向けての様々な取り組みについて───

株式会社

生
の
最
後
ま
で
続
け
ら

れ
る
よ
う
、医
療
・
介
護
・

介
護
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
が一体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

支
え
合
う
地
域
の
力
が
、

こ
れ
か
ら
一
層
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
米
子
市
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
催
あ
い
さ
つ

米子市長

野坂 康夫

サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
「
地

域
ケ
ア
会
議
」
が
あ
り
ま

す
。
米
子
市
で
い
え
ば
、

「
米
子
市
が
い
な
ケ
ア
会

議
（
仮
称
）」
で
、
政
策

的
な
こ
と
を
話
し
合
い
ま

す
。
次
に
小
学
、
中
学
校

区
の
単
位
の
「
ま
ち
ケ
ア

会
議
」、
実
際
の
日
常
生

活
に
つ
い
て
は
「
個
別
地

域
ケ
ア
会
議
」
で
検
討
し

ま
す
。
小
さ
な
単
位
の
会

議
に
な
る
ほ
ど
、
住
民
主

体
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
ケ
ア
会
議
の
作
り
方

に
は
、
小
さ
な
単
位
（
自

治
会
）
の
会
議
を
作
っ
て

次
第
に
大
き
く
し
て
い
く

「
河
崎
御
建
方
式
」
と
、

大
枠（
小
学
校
区
）を
作
っ

て
か
ら
小
さ
な
も
の
を
作

る
「
和
田
方
式
」
が
あ
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

先
々
を
考
え
る
と
、

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
新
し

い
仲
間
と
自
主
的
に
地
域

ケ
ア
会
議
を
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
切
な
の

は
超
高
齢
社
会
に
挑
戦

す
る
地
域
の
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
と
地

域
住
民
の
自
発
性
で
す
。

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
る

と
い
う
心
構
え
で
は
な

く
、
元
気
な
う
ち
は
社

会
に
貢
献
し
て
最
後
に

は
自
分
も
面
倒
を
み
て

も
ら
う
、
賢
い
「
賢
康

老
人
」
に
な
り
ま
し
ょ

う
。
自
分
が
や
ら
な
け

れ
ば
誰
が
や
る
ん
だ
、

と
い
う
気
持
ち
で
な
け

れ
ば
地
域
で
の
医
療
福

祉
の
自
給
自
足
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　米子市弓浜地域の住民、行政、専門機
関が連携して地域づくりを考えるシンポジウム
「第１１回弓浜助け合いネットワークの会」が、
２０１５年１１月２９日、同市大崎の弓浜ホスピ
タウンで開かれた。「急がれる地域包括ケア
システム、地域ケア会議の構築」をテーマに、
基調講演や意見交換会などが行われ、ます
ます重要になる地域での助け合いについて
理解を深めた。

コーディネーター 小田　貢
よなGO!GO!体操でリフレッシュ

事例発表から地域の在り方を考える参加者

お 

た
て

共生共助の精神助け合いの輪広げる地域で専門性発揮地域の力を引き出す専門職も勉強


